
令和５年度　部局経営目標
年度 令和５年度 作成日 令和5年4月1日

部局名 美甘振興局 部局長名 安藤　紀子
（１）部局の役割・使命（ミッション）・経営方針

（２）事業成果目標 指標名及び目標値

指標:地域避難訓練、防災
連絡会議

目標値:2回

（令和４年度実績値：４
回）

１．災害に強いまちづくり【No.11:住み続けられるまちづくりを】
　市民の安心安全な暮らしを守るため関係機関・団体と連携を密にし、防災意識の向上と地域連携を図り、地域防災
力の強化を図ります。
２．生涯を通じた健康づくりの推進【No3:すべての人に健康と福祉を】　
　持続可能な地域社会を実現するための基本となる健康づくりに、各団体等との連携を図りながら取り組みます。
３．地域の強みを活かした地域振興【No11：住み続けられるまちづくりを】
　歴史、文化、風土、景観など地域の強みを活かした市民主体の振興事業や特産品を活用した商品開発などの地域内
経済循環を推進し、豊かで自立した農山村の実現及び来訪者・関係人口の増加を目指します。
４．移住・定住の促進【No11：住み続けられるまちづくりを】
　移住者や関係人口獲得など、持続可能なまちづくりを目指す地域団体等の活動を支援します。
５．地域の特性を生かした産業振興【No9：産業と技術革新の基盤をつくろう】
　豊かな地域資源（風習文化・伝統工芸・自然景観・食文化・農林畜産物等）が次世代に引き継がれるようにブラッ
シュアップし、観光事業など産業に積極的に活用していくことで地域の魅力を全国に発信し、さらなる交流・定住人口の増
加を図ります。
６．地域の文化力の向上【No4：質の高い教育をみんなに】
　自然・民俗の歴史を次世代に伝えるために蓄積するとともに、新たな文化及び芸術の創造に取り組み、心豊かな地域を
目指します。
７．効率的な「市役所」の経営【No11：住み続けられるまちづくりを】
　常に市民目線に心がけ、市民の身近な行政窓口として、親切・丁寧な対応に努めます。「やるべきこと」「できること」の精
査を行い長期的展望に立った戦略的行財政経営をおこないます。    
８.行政財産の有効活用【No.11:住み続けられるまちづくりを】
　市民の共有財産である「行政財産・公共施設」について、一層の有効活用のため、地元の意向を把握しながら、管理
運営形態や複合的な利用手法を検討します。また、地元協議やＨＰ等での情報発信も積極的に実施します。

1-①　自主防災組織の強化
　美甘地域の各コミュニティ単位の自主防災組織において、防災訓練や防災マップ点検、
避難所設置・運営訓練、資機材確認等を実施し、地域で支えあえる体制による地域防
災力の育成、向上を図ります。
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指標:健康ポイントカードの新
規交付者数

目標値:30人

（令和４年度実績値：41
人）

指標:地域づくり事業企画会
議

目標値:3回

指標:課題検討会議

目標値:4回

（令和４年度実績値：4
回）

指標:利用者数

目標値:10,000人

（令和４年度実績値： 
7,388人　）

2-①　健康づくりのための実践活動支援
　高齢化率が市内最高値の美甘管内における持続可能な地域社会を実現するため、地
域住民の健康づくりを目的として、元気な笑顔みかも21実行委員会や愛育委員会、栄
養改善協議会等が中心となって健康づくりのための活動の定着を図ります。
　また、健康ポイント事業への参加を促し、健康ポイントカードの新規交付と併せてﾎﾟｲﾝﾄ
付与率の向上を図ることで、健康診査やがん検診の受診率の向上、スポーツ活動等への
参加も進められ、健康意識の向上に繋げていきます。

3-①　地域の強みを活かした地域振興
　これからの美甘地域の振興を若い世代が中心に考え、自分たちがどう活かすかを、地域
の意欲ある青壮年層や出身者等を中心に議論し、地域の「声」を「事」として行動できる体
制、人材づくりに繋げていきます。
（新たな香辛料の栽培品目検討及び栽培実証）
（地域づくり事業の企画運営　美甘の拠点づくりを議論）

（令和４年度実績値：3
回　）

４-①コミュニティ・地域づくり(地域自治、協働、経済活動)
  美甘地域では高齢化率が54.0％を超えており、通院、買い物など運転が困難な方の交
通手段の確保を始め、生活支援全般が今後の課題となっていきます。
　地域住民・団体等と改めてヒアリング等を行い、課題を整理し、１つ１つ解決策を地域
住民が主体となるカタチでの推進を図ります。

5-①地域の特性を生かした産業振興
　クリエイト菅谷の指定管理者と地域の連携により、食堂運営の強化など、新たな事業展
開を実施することで、県南からのファミリー層の利用に加え、with/afterコロナの小・中学校
の体験学習、美甘ドームを活用したイベント招致等の営業を実施するなどして利用者の拡
大を図っていきます。地域の人材連携、地域の産品活用の拡大を推進します。
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指標:美甘地域ヒメノモチ作
付面積
目標値:36ha

（令和４年度実績値：
39ha）

指標:実質貸出利用率

目標値:9%

（令和４年度実績値：
7％）

指標:利用者数

目標値:2,500人

（令和４年度実績値：
3,169人）

指標:　地域検討会議

目標値:　検討会4回

（令和４年度実績値：2
回）

5-②　地域の特性を生かした産業振興
　廃校活用による６次産業化拠点施設で加工する商品及びクリエイト菅谷の指定管理
者の新たな加工事業について、事業者と連携し、加工製造強化、販路開拓・拡大のサ
ポートを推進します。
　また、新たな商品開発に向けて情報提供や共有、販路開拓に向けてサポートを行いま
す。

6-①　地域の文化力の向上
　美甘図書館が地域に愛され、気軽に立ち寄れる場になるよう、環境づくり・雰囲気づくりを
行い、利用者ひとりひとりのニーズに対応したサービスを提供できるように取り組みます。
　また、豊かな感性や豊富な知識が養われるよう、本の紹介や読み聞かせをこども園や小
学校で実施するほか、地域振興事業とも連携して親子や利用の少ない世代にも向け地
域文化交流施設としての図書館を目指します。

7-①　効率的な「市役所」の経営
　美甘振興局は、地域住民が利用しやすい地域のほぼ中央に位置し、金融、図書館、診
療所と地域機能が集約される保健文化センターとして機能しており、毎日多くの団体等が
利用しています。今後も、さらに地域住民が身近に利用でき、広く親しまれるワンストップ窓
口として、施設の利用促進はもちろん、高齢化地域でもあり、身近な相談窓口としていきま
す。

8-①　管内公共施設の有効活用及び効率的運営の推進
　公共施設管理計画等の方針に沿い、管内施設の効率的な運営、計画的な解体、集
約について、地域での活用策を地域づくり委員会等での議論を実施し方向性を定めます。
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